
「
在
日
」の
家
族・世
代

特
集

「
在
日
」家
族
と
世
代
間
伝
達
ト
ラ
ウ
マ
 

鄭
暎
惠
　2

「
ホ
ー
ム
」と
民
族
、ナ
ショ
ナ
リ
テ
ィ
 

朴
沙
羅
　　14

在
日
コ
リ
ア
ン
女
性
と
近
代
家
族
 

岡
本
朝
也
　　20

ミ
ン・ジ
ン・リ
ー
著『
パ
チ
ンコ
』に
見
る「
在
日
」の
世
界
 

浮
葉
正
親
　　28

愛
と
孤
独
、在
日
の
男
女
、夫
婦
 

李
達
富
　　38

 小
特
集
①
　
お
ん
な
の
語
り
  

新
し
い
可
能
性
を
秘
め
て
 

崔
善
愛
　　52

「
自
分
時
間
」を
生
き
る
、と
い
う
こ
と
 

朴
和
美
　　62

済
州
島
の
日
常
か
ら
―
 ―
潜
る
女
と
潜
ら
な
い
女
 

伊
地
知
紀
子
　　70

在
日
コ
リ
ア
ン
の
メ
ン
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
の
た
め
に
―
 ―
Z
A
C
の
開
設
 

丸
一
俊
介
　　82

「
在
日
」に
お
け
る
精
神
障
害
と
コ
ミュニ
テ
ィ
 

金
泰
泳
　　91

新
大
久
保
と
コ
ロ
ナ
禍
 

金
弘
明
　　100

コ
ロ
ナ
禍
の
韓
国
よ
り
―
―
 

戸
田
郁
子
　　106

コ
ロ
ナ
禍
一
年
を
ふ
り
か
え
る
 

文
京
洙
　　114

朝
鮮
労
働
党
第
八
回
大
会
と
朝
鮮
の
今
後
 

三
村
光
弘
　　122

朝
鮮
人
と
ア
イ
ヌ
民
族
の
つ
な
が
り
―
 ―
そ
の
歴
史
と
、希
望
の
視
点
か
ら
 

石
純
姫
　　132

日
本
語
と
朝
鮮
語
―
 ―
主
体
の
揺
ら
ぎ
 

尹
健
次
　　141

 小
特
集
②
　
自
分
史
の
試
み
 

B
L
M
運
動
を
／
に
、学
ぶ
―
 ―「
在
日
」公
民
権
運
動
の「
夢
」 

趙
博
　　164

湊
川
高
校
・
朝
鮮
語
教
師
の
物
語
 

方
政
雄
　　172

　
歳
を
迎
え
、い
ま
私
が
思
う
こ
と
―
 ―
二
人
の
父
、そ
し
て
母
 

朴
成
柱
　　

25

184

リ
ム
ジ
ン
江
、六
〇
年
の
物
語
―
 ―
も
う
一
つ
の
自
分
史
 

李
喆
雨
　　194

 

詩
　
　階
　
段
 

上
野
都
　　50

 

短
歌
　一
詠
日
和〈
五
〉 

凜
七
星
　　213

 

評
論
　「
延
命
」と「
自
爆
」の
彼
方
へ
―
 ―
金
石
範『
火
山
島
』を
読
み
直
す
 

黒
古
一
夫
　　218

　　　　　　　　   チェ・ド
ン
ミ『
D
M
Z
植
民
地
』の
全
米
図
書
賞
受
賞
／
秋
林
こ
ず
え
　
　79

　　　　　　　　　 文
益
煥
牧
師
一
行
の
訪
北
事
件
／
都
相
太
　
　130

　　　　　　　　　 『朝
日
新
聞
の
慰
安
婦
報
道
と
裁
判
』（
北
野
隆
一
）／
呉
光
現
　
　208

　　　　　　　　　 『ぼ
く
は
挑
戦
人
』（
ち
ゃ
ん
へ
ん
）／
二
村
知
子
　
　210

【
表
紙
の
こ
と
ば
】　「
朝
鮮
唐
津
に
魅
せ
ら
れ
て
」／
鄭
琪
満
　
　236

【
グ
ラ
ビ
ア
】　「
人
材
育
成
コン
サ
ル
タン
ト
　辛
淑
玉
」／
裵
昭
　
　238

『
抗
路
』
第
8
号
　
二
〇
二
一
年
三
月

題
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本
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ク
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ビ
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